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合で発生させている。そのうち 1 台を、 2S1/2－ 2D5/2 遷移分光用レーザーにオフセット
ロックし、これをもとに和周波光を安定化させた。和周波の周波数安定度は、長時間














パワーが 1 nW 以上必要であることを明らかにしている。  
 第 5 章は、 174Yb+ 2S1/2－ 2D5/2 遷移の単一イオン分光について述べたものである。寿
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 第 6 章は、171Yb+ 2S1/2－ 2D3/2 遷移の単一イオン分光について述べたものである。超
微細構造により分光手順が複雑になるため、分光条件の確立から開始している。分光の
励起先である 2D3/2(F=2)準位を、レーザー冷却サイクルから分離する必要がある。メイ





場に鈍感な mF=0－m ’F=0 遷移を同定した。さらに、mF=0－m ’F=0 遷移スペクトルのキ
ャリアとサイドバンドを分離した。そして、分光用レーザーの周波数の時間変動を補正



















（続紙 ２ ） 
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（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は、イオントラップに閉じ込めた単一の Yb+の 2 つの電気四重極子遷移の精密
分光法を確立した研究成果についてまとめたものであり、得られた成果は次のとおり
である。  
























文として価値あるものと認める。また、令和 2 年 4 月 20 日、論文内容とそれに関連し
た事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていること
を確認し、合格と認めた。  
 
 
 
 
 
 
